










はじめに 

乳児ビタミン K(以下 VK)欠乏性出血症の予防方法として,長崎県に於いては,昭和 56 年 4

月より,新生児期 VK経口 2回投与を行ない,昨年の班研究に報告したごとく,発症の減少を

認めている。今回は,ひき続き,現在の長崎県に於ける予防投薬の状況と発症の年次推移を

報告すると共に,尿中γ一carboxyglutamic acid(以下Gla)測定により予防投薬の効果を検

討したので報告する。 


